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　打継ぎ目からの遊離石灰　9.9m
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番号補修区分
長さ
(m)

備考
(㎜)

ひび割れ幅

ひび割れ延長一覧表

合　計
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ひび割れれ補修工
規　　　　格項　　　　目 数 量 単位
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FREE

100以上

60以上

60以上

0.1以下

30以上

24以内

100以上

ひびわれ幅(mm)

粘　 度 (cps)

可使時間(分)

硬化時間(時間)

硬化収縮(％)

伸 び 率(％)

モルタル付着強さ
[乾燥面]
(kgf/cm )

付着力耐久性保持率
[規格に対する百分率]

(％)

2

※コンクリートのひび割れ調査,補修・補強指針-2013- P128より

0.2 ～ 1.0

材料の種類 土木補修用エポキシ樹脂注入材
3種項目

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工標準図

注入性能表

ひびわれ部の清掃

注入器具セット

ひびわれ面シール

ひびわれ部注入

注入器具撤去

シール材撤去

表面含浸工

施工フロー

・注入材には、「注入材性能表」に示す性能を満足する材料を使用する。

・施工時に、補修箇所を再度確認すること。

なお、伸び率100％以上を確保すること。

【ひびわれ注入工】
・0.2mm以上のひび割れに、ひびわれ注入工を施す。

施工フロー

漏水状況の確認 ・漏水状況を現地で確認する。

止水工法の適否の確認 ・漏水状況から施工範囲と止水工法の種類が適切の可否を再検討する。

削孔 ・削孔位置は壁厚（D）の2/Dピッチを目安として千鳥配置に設ける。

注入孔清掃
ひび割れ閉塞注入プラグ設置

・注入孔内部の切削紛をエアーブロアーで清掃し、注入プラグを設置する。
・ひび割れ表面を急結セメント、剥離シール等で閉塞し、
　水及びNLペースト注入時の確認用として幅10㎜程度の閉塞しない確認口を作る。

水注入 ・漏水経路の確認及び、NLペーストが硬化するための水分供給を行う。

高圧注入 ・高圧注入機を用いてNLペーストを注入する。

注入プラグ及び
ひび割れ閉塞部の撤去・清掃

・NLペーストが発泡・硬化した後止水していることが確認できたら
　注入プラグの撤去及びひび割れ閉塞部の撤去清掃を行う。

止水状況の確認 ・止水状況を確認し、漏水が止まっていない場合は再度止水作業を行う。

NLペーストの硬化確認後仕上げ ・注入孔部とひび割れ表面にポリマーセメントモルタル、エポキシ樹脂等を充てんする。

完了

注記
 1)削孔角度は60°前後とする。
 2) はつり作業は入位置深さは躯体の中心を超える位置（最大800㎜）とし、
    それを確保できる削孔深さで孔あけを行う。
 3) 止水すると漏水範囲が拡大することが多いので漏水している箇所の
    範囲を超えてNLペーストを注入しておくのが望ましい。

鉄筋 鉄筋

壁厚（D）

60°

逆流防止弁付き高圧注入プラグ

超える位置
基本：躯体の中心を

ひび割れ表面閉塞

ひび割れ打継ぎ等

注入口

止水工法参考図

標準断面図

注入用インジェクター

エポキシ樹脂充填

パイプ

ひびわれ
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